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抗体陽性シェーグレン症候群についての検討～抗 SS-A抗体陽性群と陰性群の比較．第17回日本

シェーグレン症候群研究会．2008，９，19-20．第17回日本シェーグレン症候群研究会 プログラム

抄録集 89．

11 小荒田秀一，菊池裕治，多田芳史，中村誠司，米満伸久，春田善男，末松梨絵，三田村未央，井上
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を活用した自己管理評価と行動の変化（第２報） 実証的記録に基づくアプローチの効果 ．第13
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13 古賀明美，佐藤和子，楠葉洋子，安田加代子，池田倫子，黒木智子，仙波洋子，前川幸子：成人看
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20-21．日本看護研究学会雑誌 31：３，115．

16 池田倫子，古賀明美，安田加代子，黒木智子，仙波洋子，佐藤和子，楠葉洋子：成人看護実習にお

ける看護技術の実施状況 WEBを用いた評価 ．第34回日本看護研究学会学術集会．2008，８，

20-21．日本看護研究学会雑誌 31：３，190．

17 安田加代子，佐藤和子，楠葉洋子，古賀明美，池田倫子，黒木智子：成人看護実習で迷いやすい看

護診断ラベルの検討「心拍出量減少」と「活動耐性低下」．第14回日本看護診断学術大会．2008，

７，５-６．第14回日本看護診断学術大会プログラム・抄録集 13：２，243-244．

18 楠葉洋子，佐藤和子，古賀明美，安田加代子，池田倫子，黒木智子，仙波洋子：成人看護実習にお

けるフィジカルアセスメント教育の評価．日本看護学教育学会 第18回学術集会．2008，８，２-

３．日本看護学教育学会 第18回学術集会講演集 162．



19 池田倫子，佐藤和子，安田加代子：幽門側胃切除術を受けた胃がん患者の愁訴と胃排出能との関係．

日本がん看護学会学術集会．2008，２，９-10．日本がん看護学会学術集会講演集 22，211．

地方規模の学会

1 三田村未央，末松梨絵，井上久子，小荒田秀一，多田芳史，大田明英，長澤浩平，鐘江 大：成人

スチル病（AOSD）34例の治療についての検討：特に免疫抑制剤の有効性について．第35回九州リウ

マチ学会．2008，３，15-16．第35回九州リウマチ学会抄録集 49．

2 藤巻光啓，末松梨絵，多田芳史，三田村未央，井上久子，小荒田秀一，大田明英，長澤浩平：膿疱

性乾癬と胸膜炎を起こした関節リウマチの１例．第35回九州リウマチ学会．2008，３，15-16．第35

回九州リウマチ学会抄録集 67．

3 赫沙耶歌，末松梨絵，三田村未央，井上久子，小荒田秀一，多田芳史，大田明英，長澤浩平：左化

膿性仙腸関節炎を起こした関節リウマチの１例．第35回九州リウマチ学会．2008，３，15-16．第35

回九州リウマチ学会抄録集 68．

4 浦田千紗子，井上久子，井上奈央子，末松梨絵，三田村未央，小荒田秀一，多田芳史，大田明英，

長澤浩平：脾梗塞を併発した抗リン脂質抗体症候群合併全身性エリテマトーデスの１例．第36回九

州リウマチ学会．2008，９，６-７．第36回九州リウマチ学会抄録集 37．

5 小荒田秀一，多田芳史，末松梨絵，三田村未央，井上久子，大田明英，長澤浩平：関節リウマチに

おける生物製剤治療前の in vitroサイトカイン解析と抗 TNFα製剤の有効性との関連に関する検

討．第36回九州リウマチ学会．2008，９，６-７．第36回九州リウマチ学会抄録集 40．

6 井上久子，末松梨絵，三田村未央，小荒田秀一，多田芳史，大田明英，長澤浩平：抗セントロメア

抗体陽性シェーグレン症候群についての検討～抗 SS-A抗体陽性群と陰性群との比較．第36回九州

リウマチ学会．2008，９，６-７．第36回九州リウマチ学会抄録集 44．

7 池田倫子，佐藤和子，安田加代子：幽門側胃切除術を受けた胃がん患者の消化器愁訴と血糖値およ

び血清インスリン値との関係．第13回日本看護研究学会九州・沖縄地方会学術集会．2008，11，８．

第13回日本看護研究学会九州・沖縄地方会学術集会抄録集 49．

その他の学会

1 多田芳史，小荒田秀一，大田明英，三田村未央，井上久子，末松梨絵，長澤浩平：レイノー症状を

有する膠原病患者における 5-HT2A受容体拮抗剤の効果 症状および血小板由来マイクロパー

ティクルに関する検討―．第4回佐賀循環障害研究会．2008，３，18．

2 多田芳史，小荒田秀一，三田村未央，井上久子，末松梨絵，長澤浩平，大田明英：膠原病のレイノー

現象に対する 5-HT2A受容体拮抗薬の効果．平成19年度九州セロトニン（5-HT2）研究会．2008，
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教 授 大田 明英 科学研究費補助金 基盤研究 膠原病患者のストレス不適応について

の基礎的研究およびストレスマネジメ

ント介入効果

1,100

助 教 池田 倫子 平成20年度佐賀大学中期計

画実行経費

医学部研究者

育成事業

【看護】

胃切除術を受けた胃がん患者への個別

的な食事援助方法の開発に関する研究

455



老年看護学分野

原 著

1 佐藤香代，津田智子，山下清香，松枝美智子，小路ますみ，渡邉智子，石川フカエ，宮城由美子，

安河内静子，田渕康子，森崎直子：看護学生の実習到達度の評価と今後の課題 第１回合同実習調

整会議における調査から―．福岡県立大学看護学部紀要 ６，40-47．2008．

学会発表

国際規模の学会

１ Sato K, Takasaki M,Koga A,Yasuda K, Fujita K: Effects of Nursing Process Learning
 

Support System in the Clinical Practice for Students Nurse. NANDA International 2008
 

CONFERENCE.2008,11,13-15.

２ Takasaki K,Yasuda K,Koga A,Fujita K,Sato K:Characteristics of Nursing Diagnosis in the
 

Emergency Care Unit:Analysis of Electronic Medical Record. NANDA International 2008
 

CONFERENCE.2008,11,13-15.

全国規模の学会

1 赤木京子，藤田君支，佐藤和子：人工股関節全置換術を受けた患者の生活状況と活動量に関する研

究．第34回日本看護研究学会．2008，８，20-21．日本看護研究学会雑誌 31，151．

2 楠葉洋子，佐藤和子，古賀明美，安田加代子，池田倫子，黒木智子，仙波洋子：成人看護実習にお

けるフィジカルアセスメント臨床講義の評価．日本看護学教育学会第18回学術集会．2008，８，２-

３．日本看護学教育学会雑誌 162．

3 古賀明美，佐藤和子，楠葉洋子，安田加代子，池田倫子，黒木智子，仙波洋子：成人看護実習前後

の看護に対する認識の変化～イメージマップにおける学生の気づきの分析～．日本看護学教育学会

第18回学術集会．2008，８，２-３．日本看護学教育学会雑誌 185．

4 古賀明美，堀川悦夫，安田加代子，仙波洋子，佐藤和子：２型糖尿病患者におけるインターネット

を活用した自己管理評価と行動の変化（第２報）―実証的記録に基づくアプローチの効果 ．第13

回日本糖尿病教育・看護学会学術集会．2008，９，６-７．日本糖尿病教育・看護学会誌 12，277．

5 島田とくよ，佐藤和子，藤田君支：認知症高齢者のQuality of Lifeの特性に関する研究．第34回日

本看護研究学会．2008，８，20-21．日本看護研究学会雑誌 31，150．

6 島田とくよ，佐藤和子，藤田君支：認知症高齢者のQuality of Lifeへの影響要因．日本老年看護学

会第13回学術集会．2008，11，８-９．日本老年看護学会第13回学術集会抄録集 222．

7 仙波洋子，古賀明美，藤田君支，佐藤和子：２型糖尿病患者の身体活動および血糖コントロールと

糖尿病教室との関連について―３施設の比較 ．第34回日本看護研究学会．2008，８，20-21．日本

看護研究学会雑誌 31，115．

8 仙波洋子，古賀明美，藤田君支，佐藤和子：運動療法におけるアドヒアランスの環境的障碍とソー

シャルサポートの関連．第13回日本糖尿病教育・看護学会学術集会．2008，９，６-７．日本糖尿病

教育・看護学会誌 12，177．

9 田渕康子：弾性ストッキング及び間欠的空気圧迫装置の理解度と装着感―手術を受けた高齢患者と

壮年期患者の比較―．第34回日本看護研究学会．2008，８，20-21．日本看護研究学会雑誌 31，

300．



10 田渕康子，吉留厚子：生殖年齢層女性の子宮内膜症リスクアセスメント．第28回看護科学学会．

2008，12，13-14．日本看護科学学会学術集会口演集 28，480．

11 八田勘司，藤田君支，佐藤和子：高齢者の健康増進に向けた「ちんどんセラピー」の効果．第34回

日本看護研究学会．2008，８，20-21．日本看護研究学会雑誌 31，316．

12 藤田君支，上杉裕子：人工股関節症患者が重視するQOL領域の満足度と影響要因に関する研究．第

34回日本看護研究学会．2008，８，20-21．日本看護研究学会雑誌 31，141．

13 山口今日子，佐藤和子，藤田君支：人工股関節全置換術を受ける患者のクリティカルパスについて

の検討 看護介入要因に焦点をあてた分析．第34回日本看護研究学会．2008，８，20-21．日本看護

研究学会雑誌 31，140．

その他の学会

1 田渕康子，吉留厚子：子宮内膜症の早期発見と自己管理のための評価指標の開発―第１報―．第18

回日本クリティカルシンキング研究会．2008，３，１-２．日本クリティカルシンキング研究会学術

集会抄録集 18，34．

研究助成等

職名 氏 名 補助金(研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
(千円)

教 授 藤田 君支 日本メディカルマテリアル

株式会社 共同研究

人工股関節患者が評価する健康関連

QOLの縦断的調査

1,000

教 授 藤田 君支 文部科学研究費補助金 基盤研究

(一般)

和式生活における人工関節患者の日常

活動レベルとQOLの長期追跡調査

700

准教授 田渕 康子 文部科学研究費補助金 萌芽研究 月経周期の諸症状と子宮内膜症に関す

るアセスメントシートの開発

500


